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第１０回本部町議会１０月臨時会審議案件一覧

第11回本部町議会11月臨時会審議案件一覧

第12回本部町議会12月定例会審議案件一覧

令和
2年

令和
2年

令和
2年

議案番号 件　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

議案第83号 議会の議決を経た工事請負契約に係る変更契約の締結について
（健堅本部落線道路改良工事〈Ｒ2-2〉） 令和2年11月27日 原案可決

議案第84号 製造の請負契約の締結について
（本部町GIGAスクール校内情報通信ネットワーク環境整備業務） 令和2年11月27日 原案可決

議案第85号 令和2年度本部町一般会計補正予算について 令和2年11月27日 原案可決

議案番号 件　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

議案第86号 専決処分の承認を求めることについて
（本部半島多機能観光支援施設整備新築工事〈建築１工区〉） 令和2年12月15日 承　認

議案第87号 専決処分の承認を求めることについて
（本部半島多機能観光支援施設整備新築工事〈建築２工区〉） 令和2年12月15日 承　認

議案第88号 専決処分の承認を求めることについて
（本部半島多機能観光支援施設整備新築工事〈電気〉） 令和2年12月15日 承　認

議案第89号 専決処分の承認を求めることについて
（本部半島多機能観光支援施設整備新築工事〈機械〉） 令和2年12月15日 承　認

議案第90号 土地改良事業計画の概要について 令和2年12月17日 原案可決

議案第91号 本部町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 令和2年12月17日 原案可決

議案第92号 本部町長選挙及び本部町議会議員選挙における選挙運動に係る費用の公費負担に関
する条例の制定について 令和2年12月17日 原案可決

議案第93号 本部町放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の制定について 令和2年12月17日 原案可決

議案第94号 もとぶ放課後児童クラブの指定管理者の指定について 令和2年12月17日 原案可決

議案第95号 本部町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 令和2年12月17日 原案可決

議案第96号 動産の買入れ契約の締結について（備蓄資材購入業務） 令和2年12月17日 原案可決

議案第97号 動産の買入れ契約の締結について（本部町ＧＩＧＡスクール情報機器整備備品購入） 令和2年12月17日 原案可決

議案番号 件　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

報告第19号 専決処分の報告について（満名川線道路改良工事〈その１〉） 令和2年10月19日 報　告

報告第20号 専決処分の報告について（第二浜川橋橋梁整備工事〈Ａ１橋台〉） 令和2年10月19日 報　告

報告第21号 専決処分の報告について（瀬底島一周線道路改良工事〈その５〉） 令和2年10月19日 報　告

議案第80号 職員の特殊勤務手当てに関する条例の一部を改正する条例の制定について 令和2年10月19日 原案可決

議案第81号 議会の議決を経た工事請負契約に係る変更契約の締結について
（健堅本部落線道路改良工事〈Ｒ2-1〉） 令和2年10月19日 原案可決

議案第82号 議会の議決を経た工事請負契約に係る変更契約の締結について
（伊野波橋橋梁整備工事〈上部工〉） 令和2年10月19日 原案可決
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第12回本部町議会12月定例会審議案件一覧令和
2年
議案番号 件　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

議案第98号 工事請負契約の締結について（第二浜川橋橋梁整備工事〈上部工〉） 令和2年12月17日 原案可決

議案第99号 工事請負契約の締結について（満名川線道路改良工事〈その３〉） 令和2年12月17日 原案可決

議案第100号 令和２年度本部町一般会計補正予算について 令和2年12月17日 原案可決

議案第101号 令和２年度本部町国民健康保険特別会計補正予算について 令和2年12月17日 原案可決

議案第102号 令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算について 令和2年12月17日 原案可決

議案第103号 令和２年度本部町公共下水道特別会計補正予算について 令和2年12月17日 原案可決

議案第104号 令和２年度本部町水道事業会計補正予算について 令和2年12月17日 原案可決

議案第105号 動産の買入れ契約の締結について（本部半島多機能観光支援施設整備備品購入） 令和2年12月17日 原案可決

12月定例会一般質問令和
2年

※議会だよりに掲載されている一般質問の内容は、各議員が会議録に基づいて要約したものを掲載しております。

質 問 者 質 問 事 項

1 喜　納　政　樹 １. 難視聴地域について
２. 指定管理者制度について

2 宮　城　達　彦 １. 上水道について
２. 産業廃棄物投棄について

3 具志堅　　　勉 １. こども医療費を現物給付にすることは可能か

4 仲宗根　須磨子 １. 漂着ゴミや不法投棄ゴミ等の問題について

5 松　川　秀　清 １. 津波に備えた避難路について
２. 住民によるボランティアの活用について

6 具志堅　正　英 １. 本部町葬斎場の管理と運営状況について
２. 本部町今帰仁村清掃施設組合の管理体制と運営状況について
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第１２回本部町議会定例会において原案可決！！

（設置）	
第	１	条　保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童の放課後の育成及び指導をすることによ
り、児童の健全育成を図るため、児童福祉法（昭和22年法律第164号）第6条の3第2項に規定する放課後児童健全育成
事業を行う施設として、本部町放課後児童クラブ（以下「児童クラブ」という。）を設置する。

（施設の名称等）	
第	２	条　児童クラブ施設の名称、位置及び定員は、次の表のとおりとする。	 	 	 	 	
	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
（事業）	
第	３	条　児童クラブは、次に掲げる事業を行うものとする。	 	 	 	 	 	 	 	
（1）　児童の健康管理、安全確保及び情緒の安定に関すること。	 	 	 	 	 	 	 	
（2）　遊びの活動への意欲及び態度の形成に関すること。	 	 	 	 	 	 	 	
（3）　児童の発達段階に応じた学びへの意欲及び態度の形成に関すること。		 	 	 	 	
（4）　遊びを通しての自主性、社会性及び創造性の向上に関すること。	 	 	 	 	 	 	
（5）　児童の遊びの活動状況の把握及び家族への連絡に関すること。	 	 	 	 	 	 	
（6）　その他児童の健全育成上必要な事業に関すること。	 	 	 	 	 	 	

（指定管理者による管理）
第	4	条　町長は、地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第244条の2第3項の規定および本部町公の施
設に係る指定管理者の指定手続き等に関する条例（平成16年条例第1号。以下、「手続きに関する条例」という。）	
本部町公の施設に係る指定管理者の手続き等に関する規則に基づき、法人、その他の団体であって町長が指定するもの（以
下「指定管理者」という。）に児童クラブの施設の管理を行わせるものとする。		 	 	

（対象児童）
第	５	条　児童クラブに入所することができる児童は、次の各号のいずれにも該当するものとする。	 	 	
（1）　本部町内に住所を有している児童	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
（2）　町立小学校に就学している児童	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
（3）　保護者が労働等により昼間家庭にいない児童		 	 	 	 	 	 	
２　前項の規定にかかわらず、町立小学校に就学している児童であって町長が認めたものは、入所することができるも
のとする。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	
（休所日）
第	６	条　児童クラブの休所日は、次に掲げるとおりとする。ただし、指定管理者は、特に必要があると認めるときは、
これらの日に開所し、又は臨時に休所日を定めることができる。	 	 	 	 	 	 	
（1）　日曜日	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
（2）　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日	 	 	 	 	 	
（3）　12月29日から翌年の1月3日までの日（前号に掲げる日を除く。）	 	 	 	 	 	 	
（4）　慰霊の日	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	
（開所時間）
第	７	条　児童クラブの開所時間は、放課後から午後6時30分までとする。ただし、学校の休業日（その日が前条の休所
日に当たる日を除く。）にあっては、午前7時30分から午後6時30分までとする。
２　前項の規定にかかわらず、指定管理者は、特に必要があると認めるときは、開所時間を変更することができる。

（入所の承認）	
第	８	条　児童クラブに入所しようとする児童の保護者は、指定管理者の承認を受けなければならない。	 	 	
２　指定管理者は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前項の承認をしないことができる。	 	
（1）　当該児童が心身に著しい障害を有し、集団における指導に耐えることができないとき。	 	 	 	
（2）　当該児童が疾病その他の理由により、入所に適さないとき。

本部町放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例
条例の内容

名称 位置 定員
もとぶ放課後児童クラブ 本部町字東602番地6 40人
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（3）　前2号に掲げるもののほか、その入所が管理運営上支障があるとき。	 	 	 	 	 	
３　指定管理者は、第２条の表の右欄に定める定員を超えて児童を入所させてはならない。

（入所の取消）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
第	９	条　指定管理者は、次の各号に該当する場合は、入所の承認を取り消すことができる。		 	 	
（1）　児童が、第５条に規定する資格を欠くにいたったとき。	 	 	 	 	 	 	 	
（2）　保護者が虚偽の申請をしたとき。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
（3）　その他、指導上特に支障があると認めたとき。	 	 	 	 	 	 	 	
	
（保育料など）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
第	10	条　児童クラブに入所した児童（以下「入所児童」という。）の保護者は、指定管理者に児童クラブの利用に係る料金
（以下「保育料」という。）を納付しなければならない。この場合において、保育料は、指定管理者の収入とする。
２　保育料は、入所児童１人につき月額8,000円の範囲内において、指定管理者があらかじめ町長の承認を得て定める
ものとする。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
３　指定管理者は、前２項に掲げる保育料のほか、おやつ代、昼食代、教材費、保険料等児童の健全育成を図るために
必要な費用を保護者から徴収することができる。この場合において、指定管理者は、実費を勘案して合理的であると認
められる範囲内において、当該必要な費用の額を定めなければならない。	 	 	 	 	

（指定管理者が行う業務）		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
第	11	条　指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。	 	 	 	 	 	 	 	
（1）　第３条に規定する事業に関する業務		 	 	 	 	 	 	 	 	
（2）　第８条に規定する入所の承認に関する業務	 	 	 	 	 	 	 	 	
（3）　児童クラブの施設及び設備の維持管理に関する業務	 	 	 	 	 	 	 	
（4）　その他町長が必要と認める業務	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

（事業報告書の作成及び提出）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
第	12	条　指定管理者は、毎年度終了後30日以内に次に掲げる事項を記載した事業報告書を作成し、町長に提出しなけ
ればならない。ただし、年度の中途において手続き等に関する条例第10条の規定により指定を取り消されたときは、そ
の取り消された日から起算して30日以内に当該年度の当該日までの間の事業報告書を提出しなければならない。	 	
（1）　児童クラブの管理業務の実施状況及び利用状況	 	 	 	 	 	 	 	 	
（2）　保育料等の収入の実績	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
（3）　児童クラブの管理に係る経費の収支状況	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
（4）　前３号に掲げるもののほか、指定管理者による児童クラブの管理の実態を把握するために必要な事項	 	

（秘密保持義務）	
第	13	条　指定管理者又は児童クラブの業務に従事している者（以下この条例において「従事者」という。）は、本部町個
人情報保護条例（平成16年条例第14号）第４条の規定により、個人情報の取扱いについて適切な保護措置を講ずるよう
配慮するとともに、児童クラブの管理に関し知り得た秘密を他に漏らし、又は自己の利益のために利用してはならない。
従事者の職務を退いた後においても同様とする。	 	 	 	 	 	 	

（町長による管理）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
第	14	条　第４条の規定にかかわらず、町長は指定管理者が児童クラブの管理に係る業務を行うことができないと認め
るときは、当該業務を行うことができる。	
２　前項の規定により町長が児童クラブの管理に係る業務を行う場合におけるこの条例の適用については、第６条から
第10条第１項までの規定中「指定管理者」とあるのは「町長」と、第10条第2項中「指定管理者があらかじめ町長の承認を
得て」とあるのは「町長が」と、第10条第3項及び第11条中「指定管理者」とあるのは「町長」と読み替えるものとする。	

（委任）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
第	15	条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
附　則
（施行期日）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
１　この条例は、令和３年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する。

（準備行為）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
２　指定管理者の指定及び入所の承認に関する手続きその他、この条例の施行に必要な準備行為は、この条例の施行前
においても行うことができる。
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で
負
担
し
て
お
り
ま

す
。

喜
納
議
員　

②
当
局
と
し

て
難
視
聴
世
帯
へ
の
助
成

や
補
助
、
管
理
等
の
今
後

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

現
在
、
伊
野
波
テ

レ
ビ
共
同
受
信
施
設
組
合

と
伊
豆
味
テ
レ
ビ
共
同
受

信
施
設
組
合
が
共
同
ア
ン

テ
ナ
を
管
理
運
用
し
て
お

り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、

行
政
管
理
世
帯
と
費
用
負

担
に
差
が
生
じ
な
い
よ
う

組
合
及
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
と

も
協
議
を
し
な
が
ら
必
要

な
範
囲
に
お
い
て
助
成
を

行
い
な
が
ら
管
理
方
法
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
引

き
続
き
し
っ
か
り
と
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

喜
納
議
員　

費
用
負
担
も

町
と
し
て
考
え
て
い
る
と

い
う
事
な
の
で
、
最
後
に

町
長
、
本
町
の
中
で
テ
レ

ビ
を
見
る
た
め
に
積
立
て

を
し
な
い
と
い
け
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
不
公
平
感
を
無
く
す
よ

う
に
し
て
頂
き
た
い
。
先

ほ
ど
の
答
弁
も
あ
り
ま

し
た
通
り
、
伊
野
波
区

二
十
五
世
帯
、
伊
豆
味
区

五
十
三
世
帯
の
支
援
を
検

討
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

町
長　

伊
野
波
区
、
伊
豆

味
区
か
ら
も
要
請
が
役
場

の
方
に
来
て
お
り
ま
す
。

細
か
い
金
額
を
こ
の
場
で

提
示
す
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
可

能
な
限
り
、
不
公
平
感
が

生
じ
な
い
よ
う
に
、
そ
し

て
ど
の
地
域
に
住
ん
で
も

し
っ
か
り
と
し
た
公
的
な

部
分
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
形
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
細
か
い

点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
具
体
的
に
地
域
の
方
と

話
し
を
し
な
が
ら
進
め
さ

せ
て
頂
け
れ
ば
と
、
こ
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。

喜納 政樹 議員

伊野波・伊豆味の難視聴世帯の
負担軽減を！

人口の希薄な離島や、山間部で付近に送信所がな
い（または送信所の設置が不可能な場合）、もしく
はその地域の地理的状況の影響により、地上波放
送が見られない条件にあることを指す。

（ウィキペディア　フリー百科辞典より）

難視聴地域（なんしちょうちいき）とは

※その他に、指定管理者制度についてを質問しました。
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宮
城
議
員　

瀬
底
に
ホ
テ

ル
が
オ
ー
プ
ン
し
瀬
底
内

で
水
の
需
要
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
ホ
テ

ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
前
と

後
の
水
の
使
用
量
を
伺
い

ま
す
。

町
長　

五
月
と
稼
動
後

の
七
月
と
を
、
月
給
水

量
で
比
較
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
令
和
二
年
五

月
が
一
万
四
百
七
十
四

立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り

ま
し
た
が
七
月
に
は

一
万
七
千
四
百
三
十
四
立

方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お

り
六
千
九
百
六
十
立
方

メ
ー
ト
ル
増
え
て
お
り
ま

す
。

宮
城
議
員　

現
在
建
築
中

の
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
す

る
と
、
ど
の
位
の
水
量
が

必
要
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

同
ホ
テ
ル
と
の
事

前
協
議
に
お
い
て
、
現
在

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
建
物

及
び
建
築
中
の
建
物
な
ど

を
含
ん
だ
開
発
事
業
の
計

画
給
水
量
は
、
日
量
七
百

立
方
メ
ー
ト
ル
を
上
限
と

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

宮
城
議
員　

ヒ
ル
ト
ン
ホ

テ
ル（
二
棟
）が
オ
ー
プ
ン

し
瀬
底
に
建
築
中
の
宿
泊

施
設
、
別
荘
等
及
び
今
後

予
定
の
諸
施
設
に
対
す
る

水
の
供
給
は
、
区
民
の
生

活
用
水
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
で
供
給
で
き
る
水
量

の
確
保
を
出
来
る
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長　

瀬
底
地
内
に
あ
る

配
水
池
の
容
量
に
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
現
状
で

は
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
な
供
給
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

宮
城
議
員　

今
後
瀬
底
一

周
道
路
が
開
通
す
る
と
、

そ
の
周
辺
に
諸
施
設
の
建

設
が
予
想
さ
れ
る
が
瀬
底

一
周
道
路
に
上
水
道
を
布

設
す
る
計
画
は
あ
る
か
、

又
そ
れ
は
い
つ
頃
に
な
る

か
伺
い
ま
す
。

町
長　

現
在
、
整
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
町
道
瀬
底

島
一
周
道
路
改
良
工
事
と

並
行
し
て
水
道
菅
の
布
設

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
同
様
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

宮
城
議
員　

九
月
頃
に
集

落
内
の
水
圧
が
低
下
し
た

と
区
民
か
ら
疑
問
の
声
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
原

因
は
何
が
原
因
か
伺
い
ま

す
。

町
長　

九
月
頃
に
琉
球
大

学
研
究
セ
ン
タ
ー
付
近
で

漏
水
が
あ
っ
た
た
め
だ
と

こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
修
繕
が
終

わ
っ
て
い
る
た
め
、
水
圧

が
戻
っ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

宮
城
議
員　

瀬
底
の
琉
球

大
学
研
究
所
の
近
く
に
多

数
の
産
業
廃
棄
物
が
投
棄

さ
れ
て
い
ま
す
。
瀬
底
の

区
長
は
、
担
当
者
に
報
告

し
調
査
し
て
区
民
に
説
明

で
き
る
よ
う
再
三
報
告
を

求
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
二

点
伺
い
ま
す
。
ま
ず
一
つ

目
に
、
調
査
を
し
た
の
で

あ
れ
ば
順
を
追
っ
て
の
説

明
を
求
め
ま
す
。

町
長　

調
査
は
し
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
調
査

は
逐
次
実
施
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
十
月
十
九
日
に

瀬
底
区
長
か
ら
琉
球
大
学

の
研
究
所
付
近
に
産
業
廃

棄
物
と
思
わ
れ
る
も
の
が

あ
る
と
の
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。
当
日
、
区
長
と
担

当
職
員
と
で
一
緒
に
な
っ

て
現
場
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
瓦
礫
や
鉄
く
ず
、
配

線
等
が
あ
り
、
所
有
地

外
に
放
置
さ
れ
て
い
る
も

の
を
速
や
か
に
移
動
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
お
り
ま

す
。
北
部
保
健
所
の
職
員

と
現
場
を
確
認
し
、
産
業

廃
棄
物
と
思
わ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
建
築
廃
材

等
の
有
価
物
と
一
部
の
廃

棄
物
が
混
合
し
て
い
る
も

の
で
は
な
い
か
と
の
判
断

に
至
り
ま
し
た
。
北
部
保

健
所
と
合
同
で
現
場
に
て

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、

所
有
者
に
対
し
文
章
で
速

や
か
に
他
人
の
土
地
に
放

置
し
て
い
る
も
の
を
撤
去

す
る
よ
う
に
指
導
を
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

宮
城
議
員　

令
和
三
年
の

一
月
十
六
日
祭
ま
で
に
、

撤
去
さ
せ
て
お
墓
参
り
が

出
来
る
状
態
に
復
元
で
き

る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

今
後
と
も
北
部
保

健
所
と
も
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
十
六
日
祭
ま
で
に

は
撤
去
す
る
よ
う
引
き
続

き
強
力
に
指
導
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１．上水道について
２．産業廃棄物投棄について
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具
志
堅
議
員　

こ
ど
も
医

療
費
を
現
物
給
付
に
す
る

こ
と
は
可
能
か
。
沖
縄
県

と
市
町
村
で
、
子
供
の
医

療
費
を
公
費
で
負
担
す
る

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

に
関
し
、
二
○
二
二
年
四

月
か
ら
通
院
時
に
か
か
る

費
用
を
基
本
的
に
全
て

の
市
町
村
に
対
し
、
半
額

補
助
の
対
象
を
中
学
卒
業

ま
で
に
拡
大
す
る
県
の
方

針
が
出
て
い
ま
す
。
新
た

に
中
学
校
卒
業
ま
で
助
成

を
拡
大
さ
せ
る
十
四
市
町

村
の
う
ち
、
那
覇
と
久
米

島
の
二
市
町
が
窓
口
負
担

の
い
ら
な
い
現
物
給
付
を

す
る
こ
と
を
聞
い
て
い
ま

す
。
現
物
給
付
と
す
る
か
、

病
院
窓
口
で
自
己
負
担
を

一
旦
支
払
っ
た
後
に
全
額

が
戻
る
自
動
償
還
払
い
と

す
る
か
は
各
市
町
村
の
判

断
に
な
り
ま
す
。
自
動
償

還
払
い
を
予
定
、
ま
た
は

検
討
し
て
い
る
の
は
五
市

町
、
沖
縄
市
、
宜
野
湾
市
、

南
城
市
、
石
垣
市
、
西
原

町
、
未
定
や
今
後
検
討
は

七
市
町
村
、
浦
添
市
、
豊

見
城
市
、
糸
満
市
、
宮
古

島
市
、
本
部
町
、
八
重
瀬

町
、
読
谷
村
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
七
市
町
村
の

中
に
本
部
町
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
部

町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な

考
え
方
な
の
か
、
お
伺
い

し
ま
す
。

町
長　

本
町
の
こ
ど
も

医
療
助
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
未
就
学
時
に
つ
き

ま
し
て
通
院
・
入
院
共
に

窓
口
負
担
の
い
ら
な
い
現

物
給
付
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
小
学
生
か
ら
中
学

生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
入

院
の
み
を
一
旦
医
療
機
関

窓
口
で
自
己
負
担
分
を
支

払
っ
た
後
に
全
額
が
戻

る
。
い
わ
ゆ
る
自
動
償
還

で
の
助
成
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
助
成
の
負
担
割
合

は
県
が
二
分
の
一
、
町
が

二
分
の
一
で
目
下
対
応
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
回
、
二
〇
二
二

年
四
月
か
ら
の
通
院
時
に

か
か
る
費
用
の
助
成
対
象

を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大

す
る
県
の
方
針
を
受
け
ま

し
て
、
本
町
と
い
た
し
て

も
年
齢
拡
大
を
す
る
方
針

で
ご
ざ
い
ま
す
。
年
齢
拡

大
を
す
る
に
当
た
り
、
多

額
の
財
政
負
担
が
増
加
す

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
現
物
給
付
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か

ら
の
国
保
財
政
に
対
す
る

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
財

政
負
担
の
増
大
が
、
そ
れ

も
か
さ
む
も
の
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
現
物
給
付

に
す
る
の
か
自
動
償
還
払

い
に
す
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
財
政
状
況
も
勘
案
し

な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
こ
の
よ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
の
金
額
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

ま
ず
小
学
生
の
入
院
に
関

す
る
我
々
の
試
算
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
小
学
校
の
入

院
二
十
四
万
六
千
円
、
小

学
校
の
通
院
に
か
か
る

部
分
が
八
十
二
万
一
千

円
、
小
学
校
の
小
計
に

な
り
ま
す
が
百
六
万
七
千

円
、
中
学
生
入
院
の
部
分

が
十
三
万
九
千
円
、
中

学
生
の
通
院
に
か
か
る

部
分
が
三
十
一
万
三
千

円
、
中
学
生
の
小
計

が
四
十
五
万
二
千
円
、

ト
ー
タ
ル
と
し
ま
し
て

百
五
十
一
万
九
千
円
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
せ
ら
れ

る
と
我
々
は
試
算
し
て
お

り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

今
現
在
、

県
内
四
十
一
市
町
村
中
、

現
物
給
付
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
十
七
市
町
村
あ

り
ま
す
。
四
十
％
の
市
町

村
が
実
施
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
国
頭
地
区

十
二
市
町
村
の
中
で
通
院

に
関
し
て
、
全
て
自
己
負

担
に
な
っ
て
い
る
小
中
学

生
は
本
部
町
の
み
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
に
関
し
て

ど
の
よ
う
な
考
え
か
お
伺

い
し
ま
す
。

福
祉
課
長　

現
在
、
北
部

十
二
市
町
村
の
中
で
、
通

院
に
か
か
る
医
療
費
が
自

己
負
担
に
な
っ
て
い
る
の

は
本
部
町
の
み
と
い
う
の

は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
自
動
償
還
に
し
て
も
、

県
の
補
助
が
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
そ
の
小
中
学
生

の
通
院
を
自
治
体
で
見
た

場
合
、
負
担
に
つ
い
て
は

全
額
自
治
体
の
負
担
と
な

る
こ
と
で
そ
の
よ
う
な
形

を
取
っ
て
お
り
ま
す
。
ち

な
み
に
現
在
、
通
院
に
か

か
る
費
用
、
小
学
校
、
中

学
校
合
わ
せ
て
千
二
百
万

円
か
ら
千
五
百
万
円
ぐ
ら

い
か
か
る
だ
ろ
う
と
見
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
再
来
年
の
四
月

以
降
、
県
の
方
針
に
よ
っ

て
二
分
の
一
が
補
助
に
な

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
以
降

に
つ
い
て
は
そ
の
半
額
、

本
部
町
の
負
担
は
六
百
万

円
か
ら
七
百
五
十
万
円
の

負
担
に
な
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

最
後
に
町

長
の
見
解
を
お
伺
い
し

ま
す
。
一
年
前
倒
し
て
、

二
〇
二
一
年
度
よ
り
現

物
給
付
か
自
動
償
還
払
い

が
可
能
か
説
明
を
求
め
ま

す
。

町
長　

財
政
を
預
か
る
責

任
者
と
し
て
、
し
っ
か
り

見
極
め
な
が
ら
前
向
き
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
こ

の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

具志堅 勉 議員

こども医療費を現物給付に
することは可能か
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漂着ゴミや不法投棄ゴミ等の
問題について

仲
宗
根
議
員　

一
般
質
問

に
入
る
前
に
一
言
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
一
年
生
議

員
と
し
て
至
ら
な
い
と
こ

ろ
が
多
々
あ
り
、
亡
き
石

川
議
長
に
は
厳
し
い
お
叱

り
を
受
け
た
り
、
ま
た
温

か
い
指
導
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。
石
川

議
長
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
そ

れ
で
は
一
般
質
問
に
移
り

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ

た
漂
着
ゴ
ミ
や
不
法
投
棄

物
等
の
運
搬
方
法
や
処
理

ま
で
の
流
れ
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
こ
の

質
問
に
至
っ
た
経
緯
を
説

明
し
ま
す
。
具
志
堅
区
の

海
岸
で
朝
日
を
浴
び
な
が

ら
ヨ
ガ
を
や
る
た
め
に
集

ま
っ
た
方
々
が
、
海
岸
線

が
漂
着
ご
み
等
で
あ
ま
り

に
も
汚
い
の
で
、「
ま
ず

自
分
達
で
き
れ
い
に
し
て

か
ら
」と
ゴ
ミ
を
集
め
始

め
た
。
ゴ
ミ
を
集
め
た

後
、
役
場
の
ほ
う
に
袋
を

も
ら
い
に
行
っ
た
ら
具
志

堅
区
の
区
長
の
印
鑑
を
も

ら
い
、
さ
ら
に
役
場
へ
申

請
。
最
初
に
具
志
堅
区
で

印
鑑
を
も
ら
う
必
要
が
あ

る
と
分
か
っ
て
い
れ
ば
、

こ
う
い
う
煩
雑
な
事
は
し

な
く
て
済
む
の
で
は
な
い

か
。
広
報
と
か
を
利
用
し

て
周
知
を
徹
底
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
っ

て
回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
も

の
の
十
五
分
で
十
袋
も
た

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
説
明

で
は
区
事
務
所
の
ゴ
ミ
と

合
わ
せ
て
四
袋
を
上
限
と

し
て
い
る
と
い
う
事
で
し

た
が
、
四
袋
だ
け
し
か
貰

え
な
い
の
か
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

区
長
の
承
諾
印
を
も
ら

う
と
い
う
事
の
周
知
が
足

り
な
か
っ
た
こ
と
は
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る

十
二
月
三
日
の
区
長
会
で

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
み

袋
の
申
請
方
法
に
つ
い
て

説
明
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
広
報
誌
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
て
十

分
周
知
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

四
袋
以
上
で
も
必
要
な
も

の
は
申
請
で
き
る
の
で
役

場
と
区
長
と
も
相
談
を
し

な
が
ら
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仲
宗
根
議
員　

隣
の
今
帰

仁
村
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
集
め
た
ゴ
ミ
を
村

役
場
に
連
絡
す
る
と
回
収

し
て
く
れ
る
と
の
事
。
本

部
町
で
は
そ
う
い
う
ふ
う

に
で
き
な
い
の
か
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

今
帰
仁
村
に
確
認
し
て
み

る
と
、
こ
れ
ま
で
は
海
岸

ま
で
回
収
に
行
っ
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し

海
岸
に
一
時
的
に
ゴ
ミ
を

集
め
て
置
い
て
お
く
と
、

一
般
の
方
が
、
そ
こ
を
ゴ

ミ
捨
て
場
と
思
っ
て
ゴ
ミ

を
捨
て
て
し
ま
う
事
が
あ

る
と
の
事
で
す
。
今
帰
仁

村
に
つ
き
ま
し
て
も
協
力

で
き
る
方
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
に
運
ぶ
事
を
お
願

い
し
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
私
達
と
し
て
も

直
接
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

へ
持
っ
て
行
け
な
い
方
に

つ
い
て
は
公
民
館
ま
で
運

ぶ
と
い
う
事
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

仲
宗
根
議
員　

一
般
ゴ
ミ

と
し
て
持
っ
て
行
け
な
い

も
の
を
具
志
堅
区
の
海
岸

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

海
岸
線
の
防
波
堤
と
茂
み

の
間
に
な
る
べ
く
見
え
な

い
よ
う
に
集
め
て
置
い
て

あ
る
。
塩
川
港
の
構
内
で

は
、
事
務
用
イ
ス
等
の

不
法
投
棄
物
を
抗
議
行
動

に
参
加
し
て
い
る
市
民
の

方
々
が
一
ヵ
所
に
集
め
て

く
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う

状
態
を
放
置
し
て
お
く
と

景
観
も
損
ね
る
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
も
萎
え
て

し
ま
う
。
町
と
し
て
ど
う

に
か
対
策
は
で
き
な
い
の

か
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

今
回
コ
ロ
ナ
の
補
助
事
業

を
使
っ
て
崎
本
部
と
瀬
底

の
ビ
ー
チ
を
清
掃
し
て
お

り
ま
す
。
本
町
は
海
岸
が

長
く
て
、
そ
れ
ら
を
す
べ

て
町
で
す
る
と
い
う
の
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
あ

り
、
海
岸
の
管
理
は
県
の

管
轄
に
な
っ
て
い
る
の
で

不
法
投
棄
の
現
状
を
十
分

把
握
し
、
調
査
を
し
て
、

県
な
ど
に
要
請
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

仲
宗
根
議
員　

今
帰
仁
村

で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集

め
た
不
法
投
棄
物
に
つ
い

て
も
、
そ
の
ま
ま
置
い
て

お
く
と
、
ど
ん
ど
ん
他
の

も
の
が
投
棄
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
事
で
村

が
一
時
的
に
別
の
場
所
に

保
管
し
て
い
る
。
本
部
町

と
し
て
も
、
そ
う
い
う
事

を
や
れ
な
い
か
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

保
管
す
る
に
は
場
所
も
必

要
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は

実
態
を
把
握
す
る
事
か
ら

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

仲
宗
根
議
員　

こ
の
沖
縄

県
は
不
発
弾
と
い
う
特
殊

事
情
が
あ
る
。
子
供
会
等

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ビ
ー

チ
清
掃
を
す
る
時
、
危
険

な
も
の
を
見
た
ら
、
触
ら

な
い
で
す
ぐ
に
役
場
に
通

報
し
命
を
守
る
こ
と
を
優

先
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
し
よ
う
と
い
う
事
を

徹
底
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
も
役
場
の
大
事

な
仕
事
だ
と
思
う
。
観
光

立
町
と
銘
打
っ
て
い
る
こ

の
本
部
町
の
美
観
を
守
る

こ
と
、
そ
し
て
危
険
か
ら

身
を
守
る
こ
と
を
念
頭
に

置
い
て
町
当
局
も
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
そ
し
て
県
や

国
へ
の
要
請
を
や
っ
て
い

く
事
を
強
く
望
み
ま
す
。
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１．津波に備えた避難路について
２．住民によるボランティアの活用について

松川 秀清 議員

松
川
議
員　

津
波
に
備
え

た
避
難
路
に
つ
い
て
。
一
、

避
難
路
の
整
備
は
必
要
か

伺
い
ま
す
。
ニ
、
避
難
路

が
必
要
と
思
わ
れ
る
地
域

は
ど
こ
か
伺
い
ま
す
。
三
、

避
難
訓
練
で
活
用
さ
れ
て

い
る
避
難
路
は
何
ヵ
所
あ

る
か
、
そ
の
地
域
は
ど
こ

か
伺
い
ま
す
。

町
長　

避
難
路
の
整
備
は

必
要
か
と
の
こ
と
で
す

が
、
本
町
は
傾
斜
地
に
接

し
、
海
抜
十
メ
ー
ト
ル
未

満
と
低
い
地
域
に
、
多
く

の
方
が
住
居
を
構
え
、
ま

た
多
く
の
事
業
所
・
施
設

が
あ
る
こ
と
か
ら
今
後

も
、
避
難
路
の
整
備
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
避
難
路
が
必
要
と

思
わ
れ
る
地
域
は
ど
こ
か

と
の
こ
と
で
す
が
、
特
に

大
浜
、
谷
茶
、
渡
久
地
、

東
地
区
等
低
地
部
は
、
避

難
路
の
整
備
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
次
に
、

避
難
訓
練
で
活
用
さ
れ
て

い
る
避
難
路
は
何
ヵ
所
あ

る
か
、
そ
の
地
域
は
ど
こ

か
と
の
こ
と
で
す
が
、
毎

年
十
一
月
五
日
に
地
震
・

津
波
避
難
訓
練
を
町
全
域

で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
海

抜
が
低
い
地
域
の
学
校
、

保
育
所
及
び
介
護
施
設
等

約
二
十
ヵ
所
を
中
心
に
避

難
訓
練
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
町
内
の
避
難
路
は

八
十
八
ヵ
所
指
定
し
て
お

り
、
各
施
設
等
に
お
い
て
、

迅
速
か
つ
安
全
に
避
難

で
き
る
避
難
路
で
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
車

が
通
行
で
き
な
い
避
難
路

が
、
大
浜
地
域
で
三
ヵ
所
、

渡
久
地
地
域
で
一
ヵ
所
で

ご
ざ
い
ま
す
。

松
川
議
員　

避
難
路
に
つ

い
て
で
す
け
ど
も
、
整
備

を
す
る
必
要
が
有
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
渡

久
地
地
区
の
中
で
一
件
、

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い

て
、
非
常
に
利
用
の
し
や

す
い
も
の
が
で
き
て
い
ま

す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
だ
必
要

な
箇
所
が
、
大
浜
、
谷
茶
、

渡
久
地
、
東
地
区
あ
た
り

に
あ
り
ま
す
。
低
地
帯
と

言
う
と
、
浜
元
、
並
里
も

低
地
帯
で
す
。
浜
元
地
区

は
海
が
目
の
前
に
あ
り
部

落
の
中
を
川
も
流
れ
て
い

ま
す
。
野
原
へ
抜
け
る
道

の
整
備
が
急
が
れ
ま
す
。

本
部
中
学
校
裏
の
ワ
リ
川

か
ら
上
へ
行
く
道
で
す

ね
。
こ
こ
は
、
野
原
、
屋

比
久
原
の
皆
さ
ん
の
通
学

路
で
し
た
。
現
在
も
野
原

の
一
部
の
子
供
た
ち
が
通

学
に
使
っ
て
い
ま
す
。
道

を
整
備
し
て
避
難
路
、
通

学
路
と
し
て
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

中
学
校
裏
手
野
原
へ
の

道
は
急
勾
配
で
保
育
園
の

子
ど
も
た
ち
が
一
緒
で
は

厳
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
県
道
を
山
里
へ
向

か
っ
て
上
が
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

松
川
議
員　

今
の
状
態
で

は
活
用
で
き
ま
せ
ん
。
小

さ
い
子
ど
も
が
あ
が
る
の

は
非
常
に
難
し
い
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を

安
心
し
て
通
れ
る
道
に

し
っ
か
り
と
改
修
し
て
も

ら
い
た
い
。

教
育
長　

今
、
小
学
校
、

中
学
校
で
や
っ
て
い
る
避

難
訓
練
は
、
沖
縄
近
海
で

地
震
が
起
こ
っ
て
、
そ
し

て
十
メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
は

最
大
十
メ
ー
ト
ル
と
い
う

想
定
で
や
っ
て
い
る
ん
で

す
。
そ
し
て
こ
れ
が
到
達

す
る
ま
で
三
十
分
と
な
っ

て
い
る
。
避
難
訓
練
で
は

小
中
学
生
は
、
二
十
分
ぐ

ら
い
で
山
里
ま
で
、
到
達

し
て
い
ま
し
た
。

総
務
課
長　

今
後
の
整
備

に
つ
い
て
の
ご
質
問
で
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
先
ほ
ど

町
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
低
地
の
部
分
を
ま
ず

優
先
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
。
そ
の
中
に
先
程
あ

り
ま
し
た
浜
元
も
入
っ
て

お
り
ま
す
。
一
括
交
付
金

を
活
用
し
ま
し
て
渡
久
地

が
終
了
し
ま
し
た
。
今
後

も
一
括
交
付
金
が
続
く
の

で
あ
れ
ば
そ
の
事
業
を
活

用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
優
先
順
位

を
つ
け
ま
し
て
避
難
路
の

整
備
に
取
り
組
む
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。

松
川
議
員　

住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
に
つ
い

て
。
一
、
各
字
で
行
わ
れ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
伺

い
ま
す
。
二
、
各
字
で
行

わ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

各
字
で
は
消
防
団

や
婦
人
会
、
老
人
会
、
青

年
団
、
子
供
会
を
中
心
と

し
て
地
区
の
清
掃
、
草
刈

作
業
な
ど
の
美
化
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
と
承
知
し

て
い
ま
す
。
又
、
毎
年
六

月
の
町
内
一
斉
清
掃
と

十
二
月
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
は
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
が
参
加
さ

れ
、
地
域
の
美
化
に
取
り

組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
各

字
で
行
わ
れ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
よ
り

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
た

め
の
方
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
地
域
団
体

に
よ
る
美
化
活
動
に
対
し

て
、
ご
み
袋
の
配
布
や
草

刈
機
の
燃
料
費
、
重
機
の

使
用
料
な
ど
を
支
援
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
支

援
に
つ
い
て
は
改
め
て
区

長
会
等
で
周
知
を
行
い
、

各
字
が
美
化
活
動
等
に
取

り
組
み
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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一般質問
具志堅 正英 議員

11

本部町今帰仁村清掃施設組合の
管理体制と運営状況について

具
志
堅
議
員　

こ
の
清

掃
施
設
組
合
に
本
部
町

か
ら
年
間
約
二
億
五
千
万

円
、
今
帰
仁
村
か
ら

一
億
九
千
万
円
、
両
方
で

四
億
円
余
り
入
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
の
清
掃
施

設
組
合
の
マ
ス
コ
ミ
報
道

に
よ
っ
て
組
合
の
管
理

と
運
営
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

総
務
課
長　

新
聞
報
道
で

あ
り
ま
す
と
お
り
、
清
掃

組
合
で
逮
捕
者
が
出
て
い

ま
す
。
現
在
、
拘
留
さ
れ

て
お
り
ま
し
て
起
訴
・
不

起
訴
が
決
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
な
の
で
、
現
在
の

施
設
管
理
組
合
の
業
務
は

通
常
ど
お
り
委
託
を
受

け
た
業
者
が
清
掃
組
合
の

十
二
名
の
職
員
と
共
に
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

清
掃
施
設

組
合
で
す
が
、
一
般
廃
棄

物
処
理
事
業
を
組
合
が

や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
処
理
事
業
の
委
託
業

者
の
一
つ
の
企
業
と
清
掃

組
合
の
職
員
の
事
件
だ
と

思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

状
況
に
な
る
前
に
ど
う
に

か
防
ぐ
よ
う
な
体
制
が
な

か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

基
本
的
に
公
務
員

と
し
て
自
ら
の
責
任
に
つ

い
て
は
自
覚
を
し
な
が
ら

個
々
の
職
員
は
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
当
然
、
基
本

的
な
常
識
と
か
法
令
を
踏

み
外
す
こ
と
に
対
し
ま
し

て
は
、
管
理
す
る
部
分
と

し
て
も
そ
れ
は
お
の
ず
と

限
界
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
一
部
始

終
直
属
の
上
司
が
仕
事
の

内
容
を
後
ろ
か
ら
追
っ
か

け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

現
実
に
は
。
し
か
も
当
組

合
に
つ
い
て
は
非
常
勤
と

し
て
の
形
で
の
管
理
者
、

副
管
理
者
が
い
る
よ
う
な

状
況
の
中
の
こ
と
で
す

し
、
一
部
不
行
き
届
き
は

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
未
然
に
防
ぐ

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い

状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

確
か
に
町

長
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

四
六
時
中
管
理
し
て
い
る

わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
そ
う
い
う
細
か
い

こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
て
、
制
度
と
し
て

も
う
少
し
何
と
か
で
き
な

か
っ
た
の
か
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
同
じ
よ
う
な

事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う

に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
間
の
説
明
会
で

は
、
こ
れ
か
ら
対
策
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
対

策
委
員
会
の
中
で
清
掃
組

合
の
体
制
を
ど
う
い
う
ふ

う
に
し
て
い
く
の
か
、
ま

だ
こ
れ
か
ら
話
合
う
ん
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
も

し
可
能
で
し
た
ら
、
事
務

組
合
の
総
務
を
、
消
防
組

合
も
一
部
事
務
組
合
、
清

掃
組
合
も
一
部
事
務
組
合

で
す
。
そ
の
両
方
を
取
り

仕
切
る
機
関
を
置
い
た
ら

ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

町
長　

選
択
肢
の
一
つ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
両
組
合

に
つ
い
て
業
務
の
性
格
も

違
い
ま
す
し
、
そ
れ
を
今

統
合
し
た
管
理
下
と
い
っ

た
よ
う
な
こ
と
な
ん
で

し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
そ
の

前
に
や
る
べ
き
と
い
う
も

の
が
重
要
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
確
か
に
そ
う
い

う
話
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
今
現
在
は
そ
こ
ま
で
は

視
野
に
置
い
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
前
に
や
る
べ
き

こ
と
を
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

確
か
に
今

は
大
変
い
ろ
ん
な
対
応
で

役
場
も
そ
う
い
う
状
況

じ
ゃ
な
い
と
は
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
第

三
者
的
な
機
関
、
直
接
経

営
と
い
う
か
、
そ
の
管
理

に
係
ら
な
い
と
し
て
も
、

そ
う
い
う
一
部
事
務
組
合

が
透
明
性
を
持
っ
た
事
業

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
そ
う
い
う
第
三
者
機

関
み
た
い
な
も
の
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
今
の
状

況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
も
ぜ
ひ
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
い
か

が
で
す
か
。

町
長　

今
お
っ
し
ゃ
る
こ

と
も
意
見
の
一
つ
だ
と
承

り
ま
す
。
基
本
的
に
は
清

掃
組
合
議
会
が
あ
り
ま
す

の
で
、
清
掃
組
合
議
会
の

中
で
い
ろ
い
ろ
と
、
い
ろ

ん
な
部
分
の
中
か
ら
議

論
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い

う
よ
う
に
も
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
の
具
志
堅
議
員

が
お
っ
し
ゃ
る
意
見
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、
ま
た
そ

の
他
か
ら
も
い
ろ
ん
な
ご

意
見
が
あ
る
で
し
ょ
う
か

ら
、
そ
れ
を
現
実
の
中
で

総
合
化
し
て
、
推
進
し
て

い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

確
か
に
町

長
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
、
議
会
の
中
に
も
清
掃

組
合
議
会
議
員
が
い
ま
す

の
で
そ
う
い
う
議
員
と
両

町
村
の
当
局
と
協
議
し
な

が
ら
、
そ
の
辺
の
対
策
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
以
上
で
質
問
を

終
わ
り
ま
す
。

※その他に、本部町葬祭場の管理と運営状況についてを質問しました。
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今
年
は
、
桜
も
満
開
に
咲

き
ほ
こ
り
、
八
重
岳
に
は
多

く
の
花
見
客
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
、
町
民
、

又
は
町
外
の
方
々
に
と
っ
て

は
、
新
鮮
な
山
の
空
気
を
胸

い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
み
、
心

も
体
も
癒
さ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

智
慧
を
し
ぼ
り
、
感
染
防

止
の
た
め
、
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
を
基
本
と
し
た
今
年
の

桜
ま
つ
り
の
開
催
は
大
成
功

で
し
た
。

　

桜
の
保
存
に
は
、
多
く
の

方
々
の
温
か
い
愛
情
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
見

事
に
こ
た
え
て
く
れ
た
桜
に

感
謝
で
す
。

　

私
達
も
桜
に
負
け
な
い
よ

う
に
、
十
分
な
コ
ロ
ナ
対
策

を
し
な
が
ら
勇
気
を
も
っ
て

前
進
し
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

も
と
ぶ
議
会
だ
よ
り

ハ
イ
サ
イ 

第
１
2
5
号

発 

行　
本
部
町
議
会

編 

集　
本
部
町
議
会
広
報
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議会傍聴へ行こう！！
本部町議会は３月、６月、９月、１２月と年４回の定例議会が開催されます。
町民多くの方がご来場いただき、傍聴くださいますようお知らせします。

※議会の傍聴希望について、新型コロナウイルス感染拡大防止を踏まえ、体温の測定により37.5度以上の発
熱がない事、　咳、鼻水、強いだるさや息苦しさがない事を確認のうえで、手指の消毒、マスクを着用し傍
聴する様、お願いします。　
また、今後の感染症流行の動向を注視しながら、慎重に判断し、議会傍聴を制限する場合がございますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。

ひとりひとりの心がけが大切な人の命を守ります

本部町議会議場

お問い合わせは議会事務局まで　電話 0980-47-2651


